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平成20年

●
●
●
●
●
●
●

蛍の畦道ライトアップ

イベント全景 南小学校児童の作った灯篭

６月14日㈯　目黒地区で第３回蛍の畦道プロジェクトが開催

（写真　柳野　治示氏）
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第
２
回
松
野
町
議
会
定
例
会

が
、
６
月
18
日
に
招
集
さ
れ
、
18

日
と
30
日
に
提
出
議
案
等
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

報
　
　
　
告

◎�

鬼
北
土
地
開
発
公
社
に
関
す
る

報
告
に
つ
い
て

◎�

株
式
会
社
松
野
町
農
林
公
社
に

関
す
る
報
告
に
つ
い
て

◎�

財
団
法
人
松
野
町
観
光
公
社
に

関
す
る
報
告
に
つ
い
て

専
決
処
分

◎�

平
成
20
年
度
松
野
町
住
宅
新
築

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

▼ 

平
成
19
年
度
の
決
算
見
込
み
に

お
い
て
、
歳
入
予
算
に
過
不
足

を
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
４
３
６

万
６
千
円
の
繰
上
充
用
金
を
補

正
し
た
も
の
で
す
。

条
　
例
　
等

◎�

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
規

約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

▼ 

関
係
市
町
に
地
域
包
括
セ
ン

タ
ー
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

に
関
す
る
事
務
が
平
成
20
年
３

月
31
日
を
も
っ
て
終
了
し
た
こ

と
と
宇
和
島
地
区
ふ
る
さ
と
市

町
圏
基
金
の
取
り
崩
し
を
可
能

と
す
る
た
め
、
組
合
規
約
を
変

更
す
る
も
の
で
す
。

◎�

松
野
町
隣
保
館
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

▼ 

施
設
管
理
の
基
本
的
事
項
を
定

め
る
と
と
も
に
、
向
井
隣
保
館

の
名
称
を
森
の
国
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
と
変
更
を
す
る
も
の
で

す
。

◎�

松
野
町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼ 

国
土
交
通
省
の
「
公
営
住
宅
に

お
け
る
暴
力
団
排
除
」
の
指
針

に
基
づ
き
改
正
を
す
る
も
の
で

す
。

◎�

松
野
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

▼ 

光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
敷
設

に
よ
る
総
合
的
な
地
域
情
報
通

信
基
盤
の
整
備
を
推
進
す
る
た

め
、
関
係
項
目
を
変
更
す
る
も

の
で
す
。予

　
　
算

◎�

平
成
20
年
度
松
野
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼ 

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
千
５
６
１

万
５
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後

の
総
額
を
27
億
５
千
７
６
１
万

５
千
円
と
す
る
も
の
で
、
お
も

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

・ 

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
負

担
金
１
５
６
万
６
千
円

 

・ 

地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

費
３
千
５
２
８
万
円

 

・ 

森
の
国
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事
業

費
３
０
０
万
円

 

・ 

ふ
れ
あ
い
交
流
館
前
広
場
舗
装

補
修
費
85
万
円

　

平
成
20
年
第
２
回

　
　
　
　

松
野
町
議
会
定
例
会

 

・ 

町
営
住
宅
修
繕
料

　
　
　
　
　
　
１
千
１
７
９
万
円

 

・ 

豊
か
な
感
動
体
験
推
進
事
業
授

業
評
価
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
の

研
究
指
定
校
事
業
費
56
万
２
千

円

同
　
　
意

◎�

松
野
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
再
任
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼ 

役
　
英
一
氏
（
吉
野
）
を
選
任

す
る
こ
と
で
同
意

選
　
　
挙

◎�

松
野
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

及
び
同
補
充
員
の
選
挙

▼ 

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
同

補
充
員
が
平
成
20
年
７
月
31
日

で
任
期
満
了
の
た
め
選
挙

▽
選
挙
管
理
委
員

　
名
本
　
昭
一
（
延
野
々
）

　
柳
野
　
治
示
（
松
　
丸
）

　
井
上
　
俊
則
（
目
　
黒
）

　
金
谷
　
忠
一
（
蕨
　
生
）

▽
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

　
友
　
　
吉
子
（
松
　
丸
）

　
古
谷
　
　
博
（
富
　
岡
）

　
今
泉
　
哲
男
（
豊
　
岡
）

　
古
川
　
光
規
（
吉
　
野
）

◎�

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
議

会
議
員
の
選
出

▼
稲
田
　
溜
氏
を
選
出

請
　
　
願

◎�

議
会
運
営
規
範
の
確
立
と
公
正

且
つ
適
正
な
町
政
運
営
に
つ
い

て　
　
　
　

�

（
一
部
採
択
）

意
　
　
見

　

◎�

国
に
よ
る
公
的
森
林
整
備
の
推

進
の
整
備
と
国
有
林
野
事
業
の

健
全
化
を
求
め
る
意
見
書

広
見
川
等

清
掃
美
化
作
業

　
恒
例
と
な
っ
た
広
見
川
等
の
清

掃
美
化
作
業
が
、
７
月
６
日
㈰
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
松
野
の
里
を
美
し

く
す
る
協
議
会
を
中
心
に
大
勢
の

町
民
が
参
加
し
午
前
７
時
30
分
か

ら
作
業
を
開
始
、
雑
草
の
刈
り
取

り
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
広
見
川
清
掃
後
は
、
各
地
区
の

河
川
、
町
道
、
公
共
施
設
の
清
掃

も
行
わ
れ
、
森
の
国
松
野
町
は
、

見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
り
ま

し
た
。

　
今
後
も
広
見
川
を
は
じ
め
、
松

野
町
全
体
の
環
境
美
化
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

合
併
住
民
説
明
会
を

開
催
し
ま
し
た

　
町
で
は
、
７
月
16
日
（
松
丸
地

区
）、17
日（
目
黒
地
区
）、18
日（
吉

野
生
地
区
）、「
合
併
住
民
説
明
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
説
明
会
で
は
、
鬼
北
町
・
松
野

町
合
併
協
議
会
に
お
け
る
こ
れ
ま

で
の
状
況
に
つ
い
て
、
①
合
併
の

方
式
、
②
新
町
の
名
称
、
③
新
町

の
事
務
所
の
位
置
、
④
条
例
、
規

則
等
の
取
扱
い
、
⑤
町
字
名
の
取

扱
い
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

説
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
情
報
通
信
基
盤
整

備
事
業
に
つ
い
て
、
鬼
北
町
と
共

同
で
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
整
備
し
、

２
０
１
１
年
７
月
で
地
上
ア
ナ
ロ

グ
放
送
が
終
了
す
る
こ
と
（
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
）
へ
の
対
応
や
、

高
速
通
信
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
デ
ィ

バ
イ
ド
の
解
消
を
図
る
こ
と
に
つ

い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
も
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
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森
の
国
の
夏
祭
り
２
０
０
８

８
月
13
日
開
催

　
夏
の
風
物
詩
　｢

森
の
国
の
夏

祭
り
２
０
０
８｣

　
が
８
月
13
日

㈬
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
14
日
㈭
は
吉
野
生
地
区
・
目
黒

地
区
の
盆
踊
り
大
会
、
15
日
㈮
は

豊
前
地
区
の
夏
祭
り
で
す
。
祭
り

の
準
備
は
着
々
と
進
ん
で
い
ま

す
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
森
の
国
の
夏
祭
り
は
、
今
年
12

年
目
を
迎
え
ま
す
。
盆
踊
り
大

会
、
太
鼓
の
演
奏
や
ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
、
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
テ
ィ
な

ど
楽
し
い
企
画
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。〝
自
称
日
本
一
の
盛
大
な

花
火
大
会
〞
も
お
見
逃
し
な
く
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
後
日
新
聞
の
折
り
込
チ
ラ
シ
等

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
夏
祭
り
実
行
委
員
会
で
は
、
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
祭
り
で

感
動
の
汗
を
な
が
し
ま
し
ょ
う
。

　
14
日
㈭
、
吉
野
生
地
区
の
盆
踊

り
大
会
に
は
、
昔
な
が
ら
の
お
施

餓
鬼
供
養
や
保
育
園
児
の
盆
踊

り
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
等
が
行
わ
れ

ま
す
。
上
在
地
区
の
夜
空
を
彩
る

り
の
コ
ッ
プ
で
飲
む
一
杯
は
最
高

で
す
よ
。

※
要
予
約
　
☎
20
・
５
０
０
６

︻
期 

間
︼
７
月
26
㈯
・
27
日
㈰

８
月
２
・
３
・
９
・
10
日
・
13
日
〜

 

17
日
・
23
・
24
・
30
・
31
日

︻
時
間
︼
10

：

00
〜
14

：

00 

︻
料
金
︼
３
，
０
０
０
円

﹃
風
鈴
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
体
験
﹄ 

　
夏
限
定
で
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
に

〝
風
鈴
が
〞
加
わ
り
ま
す
。
こ
の

夏
は
、
あ
な
た
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
風
鈴
の
音
色
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

︻
期
間
︼
７
月
19
日
㈯
〜

　
　
　
　
　
　
８
月
31
日
㈰ 

︻
時
間
︼
10

：

00
〜
15

：

30

︻
料
金
︼
１
，
５
０
０
円 

　
こ
の
夏
も
虹
の
森
公
園
は
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

お
盆
も
休
ま
ず
営
業
い
た
し
ま

す
。
皆
さ
ん
是
非
お
越
し
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
は
、
虹
の
森
公
園
へ 

☎
20
・
５
０
０
６

夏
休
み
の
お
す
す
め
イ
ベ
ン
ト 

花
火
も
見
事
で
す
。

　
目
黒
地
区
で
は
毎
年
伝
統
の
昔

お
踊
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ふ

る
さ
と
の
お
盆
を
楽
し
む
目
黒
地

区
の
盆
踊
り
を
町
内
の
皆
さ
ん
も

是
非
ご
覧
あ
れ
！
！

　
も
ち
ろ
ん
花
火
も
上
が
り
ま
す
。

　
15
日
㈮
は
豊
岡
前
地
区
の
夏
祭

り
が
豊
岡
前
集
会
所
を
会
場
に
行

わ
れ
ま
す
。
部
落
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
、
地
区
住
民
一
丸
と
な
っ
て
の

名
物
行
事
、
打
ち
上
げ
花
火
も
バ

ン
バ
ン
上
が
り
ま
す
。
頭
上
の
花

火
を
み
な
が
ら
美
味
し
い
ビ
ー
ル

を
飲
み
に
来
て
下
さ
い
。

　
各
地
区
の
公
民
館
で
は
夏
祭
り

の
盆
踊
り
練
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
ご
家
族
揃
っ
て
練
習
会
に
ご
参

加
下
さ
い
、
当
日
は
あ
な
た
も
踊

り
手
と
し
て
夏
祭
り
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　
森
の
国
の
夏
祭
り

　
実
行
委
員
会
事
務
局

　
役
場
産
業
振
興
課

☎
42
│
１
１
１
６
　

︻
お
さ
か
な
館
︼ 

﹃
お
さ
ん
ぽ
ペ
ン
ギ
ン
﹄ 

　
か
わ
い
い
ペ
ン
ギ
ン
た
ち
が
、

館
内
を
散
歩
す
る
よ
。
散
歩
が
終

わ
っ
た
ら
、
一
緒
に
写
真
を
と
ろ

う
！
カ
メ
ラ
持
参
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。（
時
間
は
15
分
程
度
）

︻
期
間
︼
７
月
19
日
㈯
〜

　
　
　
　
　
　
８
月
31
日
㈰

︻
時
間
︼
11

：

00
と
13

：

00

　
　
　  

14

：

30
の
３
回
　
　
　

︻
料
金
︼
入
館
料
の
み 

﹃
お
さ
か
な
館
探
検
隊
﹄ 

　
い
つ
も
は
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
探
検
が
で
き

ま
す
。
時
間
は
約
15
分
程
度
、
大

水
槽
で
ピ
ラ
ル
ク
に
エ
サ
や
り
体

験
も
で
き
る
よ
。 

︻
期
間
︼
７
月
19
日
㈯
〜

　
　
　
　
　
　
８
月
31
日
㈰

︻
時
間
︼
10

：

30
と
15

：

30
分

　
　
　
　

の
２
回 

︻
料
金
︼
２
０
０
円
（
入
館
料
別
）

︻
人
数
︼
先
着
10
名
様 

　『 

夏
の
企
画
展
　
熱
帯
前
線
北

上
中
』 

︻
期
間
︼
７
月
19
日
㈯
〜

　
　
　
　
　
　
８
月
31
日
㈰

︻
時
間
︼
10

：

00
〜
17

：

00 

︻
料
金
︼
入
館
料
の
み 

︻
ガ
ラ
ス
工
房
︼

﹃
吹
き
ガ
ラ
ス
体
験
﹄ 

　
あ
な
た
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

コ
ッ
プ
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
お
一

人
約
30
分
で
吹
き
ガ
ラ
ス
技
法
の

コ
ッ
プ
作
り
が
出
来
ま
す
。
手
作

虹

の

森

公

園
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盆踊り練習会にご参加ください

　
今
年
も
松
野
町
駐

在
所
連
絡
協
議
会
と

鬼
北
交
通
安
全
協
会

松
丸
支
部
主
催
の
「
桃

太
郎
交
通
茶
屋
」
が
７

月
10
日
に
虹
の
森
公
園
前
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　「
桃
太
郎
交
通
茶
屋
」
で
は
、

桃
太
郎
に
ふ
ん
し
た
駐
在
所
連
絡

協
議
会
の
山
﨑
匡
さ
ん
が
、
イ
ヌ

や
サ
ル
を
従
え
、
キ
ジ
の
帽
子
を

か
ぶ
っ
た
松
丸
保
育
園
児
23
名
園

児
ら
と
と
も
に
道
行
く
ド
ラ
イ

バ
ー
に
、
３
６
５
個
の
桃
と
チ
ラ

シ
を
手
渡
し
交
通
事
故
防
止
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

まちのわだい 　
６
月
14
日
㈯
に
目
黒
地
区
で

〝
蛍
の
畦
道
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
〞
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
目
黒
の
里
ホ
タ

ル
愛
好
会
が
主
催
、
目
黒
部
落
や

四
国
風
景
づ
く
り
の
会
等
の
協
力

で
南
小
学
校
周
辺
を
会
場
に
行
わ

れ
町
内
外
か
ら
大
勢
の

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
地
元
有
志
に
よ
る

バ
ザ
ー
や
大
学
生
の

畦
道
カ
フ
ェ
も
設
置

さ
れ
、
目
黒
米
の
お
に

ぎ
り
、
豚
汁
、
ア
マ
ゴ

の
塩
焼
き
な
ど
ふ
る

さ
と
の
味
が
人
気
を

呼
ん
で
い
ま
し
た
。

　
南
小
学
校
全
校
生

徒
12
名
が
ト
ン
ボ
や

カ
ニ
な
ど
を
描
い
て

つ
く
っ
た
灯
篭
も
農

道
に
並
べ
ら
れ
訪
れ
た
人
の
目
を

た
の
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
夕
闇
が
迫
る
頃
、
畦
道
に
手
づ
く

り
の
灯
篭
約
２
５
０
個
が
設
置
さ
れ

次
々
に
灯
が
と
も
さ
れ
ま
し
た
。

　
灯
篭
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た

「
蛍
の
畦
道
」
が
完
成
、
明
か
り
が

ど
ん
ど
ん
延
び
て
行
く
幻
想
的
な
風

景
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
手
づ

く
り
の
景
観
を
満
喫
し
ま
し
た
。

蛍
の
畦
道
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

灯篭点灯セレモニーで
熱唱する児童

　
６
月
22
日
、
第
26
回
愛
媛
県
消

防
操
法
地
区
大
会
が
鬼
北
町
の
鬼

北
総
合
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
町
か
ら
は
、
小
型
ポ
ン

プ
の
部
に
第
３
分
団
第
３
部
﹇
奥

野
川
﹈
が
、
ポ
ン
プ
車
の
部
に
第

３
分
団
第
１
部
〔
吉
野
〕
が
出
場

し
ま
し
た
。

　
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
は
、
７

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
ポ
ン
プ
車
の

部
に
は
４
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し

た
。
前
日
か
ら
の
雨
で
グ
ラ
ン
ド

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
悪
い
中
、
奥

野
川
、
吉
野
と
も
長
期
間
に
わ
た

る
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し

た
。

　
入
賞
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
両
チ
ー
ム
と
も
、
機
敏
な
動

作
で
す
ば
ら
し
い
ポ
ン
プ
操
法
を

披
露
し
ま
し
た
。

　
大
会
出
場
選
手
は
次
の
と
お

り
。（
敬
称
略
）　

　︹第
３
分
団
第
１
部
︵
吉
野
︶︺

　
指
揮
者
　
班
長
　
吉
本
　
正
法

　
１
番
員
　
団
員
　
稲
井
　
博
之

　
２
番
員
　
団
員
　
若
宮
　
暁
敏

　
３
番
員
　
団
員
　
加
形
　
哲
也

　
４
番
員
　
団
員
　
吉
本
　
純
二

　
補
　
欠
　
団
員
　
山
本
　
和
幸

︹
第
３
分
団
第
３
部
︵
奥
野
川
︶︺

　
指
揮
者
　
班
長
　
高
内
　
博
文

　
１
番
員
　
団
員
　
藤
岡
　
　
満

　
２
番
員
　
団
員
　
長
谷
　
正
明

　
３
番
員
　
団
員
　
上
岡
　
昭
彦

　
補
　
欠
　
班
長
　
滝
本
　
音
次

　
６
月
２
日
か
ら
30
日
ま
で
の

間
、
Ｊ
Ｒ
松
丸
駅
の
ふ
れ
あ
い
交

流
館
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
押
し
花
絵

五
人
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
文
化
協
会
押
し
花

絵
グ
ル
ー
プ
響
の
皆
さ
ん
の
力
作

10
点
が
展
示
さ
れ
訪
れ
た
人
た
ち

の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
季
節
の
花
々
で
、
ふ
る
さ
と
の

景
色
な
ど
が
表
現
さ
れ
た
作
品
に

感
嘆
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
交
流
館
で

押
し
花
絵
五
人
展

交
通
安
全
日
本
一
を
め
ざ
し

「
桃
太
郎
茶
屋
」
実
施

　
松
野
町
は
、
今
年
の
８
月
２
日

に
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
記
録
15

年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
記
録
を
更

新
す
る
よ
う
、
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
夏
休
み
に
入
り
子
供
の
交
通
事

故
や
、
暑
さ
か
ら
来
る
睡
眠
不
足

に
よ
る
居
眠

り
運
転
の
事

故
が
多
く
な

り
が
ち
で
す
。

引
き
続
き
事

故
の
な
い
明

る
い
町
づ
く

り
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

 

第
26
回

　
愛
媛
県
消
防
操
法
地
区
大
会

観賞する人と作品

第３分団第３部の選手のみなさん

第３分団第１部の選手のみなさん

８月13日㈬は、森の国の夏祭りです。
みんなで輪になり､楽しくおどりましょう。
盆踊りの練習会を下記の日程で行います。

【日　時】
　　８月６日㈬　19：00～
　　８月８日㈮　19：00～
　　８月12日㈫　19：00～

【場　所】
　　町民センター２階大会議室
　　　皆さん、ぜひご参加ください。
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森の国スポーツ情報 　
６
月
22
日
㈰
、
松
野
町
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
松
野
町
体
育

協
会
主
催
の
第
16
回
町
長
杯
卓
球

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会

に
は
南
予
一
円
と
高
知
県
の
卓
球

愛
好
家
１
５
４
名
が
参
加
し
日
頃

鍛
え
た
腕
を
競
い
合

い
ま
し
た
。

　
今
回
も
大
勢
の
高

校
生
参
加
が
あ
り
、
大

会
は
若
さ
と
熱
気
で

大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　
松
野
体
協
卓
球
部

か
ら
も
14
名
の
選
手

が
参
加
し
熱
戦
を
繰

り
広
げ
、
他
チ
ー
ム
と

の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

優
　
勝
　
長
田
高
紀

 

（
宿
毛
卓
愛
）

準
優
勝
　
谷
本
芳
英

 

（
レ
ビ
ュ
ー
）

３
　
位
　
二
宮
孝
行

（
三
間
ク
ラ
ブ
）

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
優
　
勝
　
西
野
　
由
香
里

（
大
洲
Ｔ
Ｔ
Ａ
）

　
準
優
勝
　
嶋
津
　
睦
子
　

（
さ
く
ら
ク
ラ
ブ
）

　
３
　
位
　
清
家
　
涼
夏

（
大
洲
Ｔ
Ｔ
Ａ
）

男
子
ダ
ブ
ル
ス

　
優
　
勝
　
薬
師
寺
吉
次

　
　
　
　
　
清
家
　
長
久

（
し
づ
ク
ラ
ブ
）

　
準
優
勝
　
山
本
　
真
二

　
　
　
　
　
山
下
　
貴
司

（
宇
和
ク
ラ
ブ
）

女
子
ダ
ブ
ル
ス

　
優
　
勝
　
嶋
津
　
睦
子

　
　
　
　
　
山
下
　
幸
子

（
さ
く
ら
ク
ラ
ブ
）

　
準
優
勝
　
西
野
　
由
香
里

　
　
　
　
　
清
家
　
涼
夏

（
大
洲
Ｔ
Ｔ
Ａ
）

　
卓
球
は
、
年
齢
を
問
わ
ず
み
ん

な
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

体
力
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り

や
世
代
間
交
流
な
ど
た
く
さ
ん
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
、
松
野
体
協
卓
球
部
（
事

務
局
☎
42
・
１
１
１
８
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
卓
球
で
気
持
ち

の
良
い
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。

松
野
町
長
杯
卓
球
大
会

選手宣誓をする　
佐田岬クラブ長生雄佑選手

　
６
月
28
日
㈯
に
、
町
内
職
域
10

チ
ー
ム
の
参
加
で
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
行

い
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
、
汗
と
笑
い
？
の
ふ
き
出
す

中
、
見
事
優
勝
の
栄
冠
を
勝
ち

取
っ
た
の
は
、
昨
年
度
に
引
続
き

さ
く
ら
ク
リ
エ
イ
ト
ビ
ッ
ク
チ
ー

ム
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
は
、
普
段

気
心
の
知
れ
た
仕
事
仲
間
、
和
気

合
い
あ
い
と
、
ま
た
叱
咤
激
励
し

な
が
ら
一
戦
一
戦
を
戦
い
抜
き
ま

し
た
。

　
職
場
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝

　
さ
く
ら
ク
リ
エ
イ
ト
ビ
ッ
ク

準
優
勝

　
さ
く
ら
ク
リ
エ
イ
ト
エ
ー
ス

第
３
位

　
フ
レ
ン
ド
ま
つ
の
　

参
加
チ
ー
ム

　 

い
よ
ぎ
ん
（
伊
予
銀
行
松
丸
支

店
）

　 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
・
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
（
松
野

東
小
学
校
）

　
フ
レ
ン
ド
ま
つ
の

　
ラ
イ
フ
ま
つ
の

　 

ス
ク
ー
ル
メ
イ
ツ
（
西･

南
小

職
員
）

　
ア
タ
ッ
ク
25
（
浅
井
製
作
所
）

　
さ
く
ら
ク
リ
エ
イ
ト
エ
ー
ス

　
さ
く
ら
ク
リ
エ
イ
ト
ビ
ッ
グ

　
松
野
町
職
員
組
合

　
事
務
局
（
松
野
町
体
育
協
会
）

分
館
対
抗
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
お
知
ら
せ

　
８
月
24
日
㈰
「
分
館
対
抗
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開

催
し
ま
す
。
こ
の
大
会
は
、
各
世

代
が
一
堂
に
会
し
、
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
み
、
競
技
を
通
じ
て
交
流
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
分
館
ご
と
に
チ
ー
ム
を
組
み
、

優
勝
旗
を
目
指
し
て
爽
や
か
な
汗

を
流
し
ま
し
ょ
う
。

　
詳
細
は
、
後
日
分
館
長
さ
ん
を

通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
競
技
予
定
種
目

・
一
般
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

・
一
般
女
子
レ
ク
バ
レ
ー

・
高
齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

・
小
学
生
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

・
小
学
生
レ
ク
バ
レ
ー

　
３
Ｂ
体
操
は
、
三
個
の
補
助
道

具
を
使
っ
て
無
理
な
く
体
を
動
か

す
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
現
在
、
町
内
に
は
森
の
国
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー（
旧
向
井
隣
保
館
）

と
吉
野
生
交
流
セ
ン
タ
ー
に
二
つ

の
教
室
が
あ
り
ま
す
。

　
森
の
国
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン

タ
ー
の
教
室
は
、
毎
週
月
曜
日
午

前
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で
で
松

丸
地
区
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ス
の
皆
さ

ん
７
名
が
、
楽
し
く
体
を
動
か
し

て
い
ま
す
。
吉
野
３
Ｂ
サ
ー
ク
ル

は
毎
週
火
曜
日
の
夜
、
７
時
30
分

か
ら
８
時
30
分
ま
で
で
す
。

　
３
Ｂ
体
操
は
、
道
具
を
使
う
こ

と
で
無
理
な
く
体
を
動
か
す
事
が

出
来
る
た
め
高
齢
者
世
代
に
も
取

組
み
や
す
い
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
全

国
的
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
運
動
不
足
を
感
じ
て
い
る
方
、

仲
間
に
入
り
ま
せ
ん
か
。
い
つ
で

も
見
学
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

シ
ニ
ア
も
元
気
に

３
Ｂ
体
操
！

優勝･準優勝のさくらクリエイト

熱
戦
！

職
域
対
抗
球
技
大
会

講師の津田先生とシニアクラスの皆さん
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俳
句
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句
一
覧

（
平
成
二
十
年
六
月
投
句
分
）

佳
　
作

《
虹
の
森
公
園
投
句
》

枇
杷
啜
り
水
満
々
と
千
枚
田 

清
水
　
星
凛

石
組
の
苔
む
す
棚
田
梅
雨
静
か 
善
家
　
良
子

谷
深
し
虹
の
色
し
た
川
蜻
蛉 
吉
良
　
ゆ
り

遊
鶴
羽
と
誰
名
づ
け
た
り
青
棚
田 
芝
田
　
　
京

《
森
の
国
ホ
テ
ル
投
句
》

目
覚
め
れ
ば
こ
こ
は
奥
伊
予
梅
雨
の
宿 

大
西
　
祐
子

吊
橋
と
万
緑
の
中
ホ
テ
ル
見
ゆ 

大
西
　
祐
子

目
覚
む
れ
ば
囀

さ
え
ず
りす

で
に
谷
わ
た
り   

繁
定
　
　
操

せ
せ
ら
ぎ
の
涼
し
き
音
や
旅
枕 

繁
定
　
　
操

《
不
器
男
記
念
館
投
句
》

吉
野
川
青
き
流
れ
の
合ね

む歓
の
花 

中
尾
　
　
正

《
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
句
》

万
緑
や
滑
床
林
道
蛙
岩 

前
田
　
　
屹

　
葛
　
句
　
会
　
　
六
月
例
会
　�

於
　
町
民
セ
ン
タ
ー�

土
倉
の
孤
独
た
ず
ね
て
つ
ゆ
の
雨 

市
川
　
成
良

父
の
日
や
父
の
直
球
し
か
と
受
け 

伊
藤
　
富
子

サ
ル
ビ
ヤ
の
季
節
迎
へ
し
駅
ホ
ー
ム 

岡
本
　
京
子

糠
漬
の
色
艶
や
か
に
茄
子
二
本 

金
谷
　
恵
子

紫
陽
花
の
果
て
な
く
水
に
沿
ひ
ゆ
け
り 

金
谷
　
重
子

夏
草
に
路
も
失
せ
た
る
廃
家
か
な 

金
谷
　
文
恵

幼
子
の
這
へ
ば
緑
の
芝
匂
ふ 

駒
山
　
忠
夫

四
万
十
川
の
瀬
音
に
鮎
を
焼
き
に
け
り 

財
前
　
渓
子

雷
鳥
や
氷
河
め
ざ
め
る
雲
霧
中 

芝
　
　
　
天

時
ほ
と
と
ぎ
す鳥

谺
こ
だ
ま

谺
す
瓶
ケ
森  

谷
　
き
よ
し

四
万
十
川
や
渦
が
渦
よ
ぶ
舟
遊
び 

布
　
　
久
光

訪
へ
ば
す
ぐ
夏
茱ぐ

み萸
採
っ
て
く
れ
に
け
り 

布
　
　
康
江

五
月
雨
や
灸
す
え
い
る
農
休
み 

ひ
の
た
い
ら

蜥
蜴
出
て
舌
舐
め
ず
り
を
し
て
消
ゆ
る 

正
木
　
玲
子

接
待
は
冷
し
ソ
ー
メ
ン
お
縁
日 

松
田
　
文
子

川
藪
に
筍
採
る
や
老
ふ
た
り 

松
本
は
る
き

庭
の
主
の
ど
く
だ
み
の
花
ざ
か
り 

森
田
　
す
み

人
生
の
別
け
て
も
夏
を
漕
ぐ
八
十
路 

行
定
キ
ヨ
ノ

 

　
吉
　
野
　
句
　
会
　
六
月
例
会��

　
於
　
吉
野
生
公
民
館

梅
雨
寒
や
古
り
し
歌
集
の
従
軍
歌 

赤
松
　
午
子

青
葉
風
老
の
小
言
を
聞
き
流
し 

浅
野
　
雪
子

白
鳩
の
ご
と
し
泰
山
木
の
花 

上
田
み
ち
子

瑠
璃
戸
越
し
や
も
り
の
小
さ
き
指
五
本 

岡
本
　
三
葉

あ
ぢ
さ
ゐ
や
間
も
な
く
下
校
時
刻
で
す 

菊
澤
　
大
和 

白
百
合
の
花
よ
り
の
ぞ
き
雨
蛙 

竹
内
サ
ダ
子

跡
、
大
人
一
人
が
入
っ
て
し
ま
う

ぐ
ら
い
の
大
き
な
備び

前ぜ
ん
や
き焼
の
甕か
め

や

刀
な
ど
を
確
認
し
て
お
り
、
今
回

も
新
た
な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
工
事
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、

本
郭
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
西

の
端
で
検
出
し
た
堀ほ
り
き
り切
や
石い
し
が
き垣
、

門
跡
な
ど
を
整
備
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
史

跡
を
わ
か

り
や
す
く

見
学
で
き

る
よ
う
、

解

説

板

の
設
置
も

実
施
し
ま

す
。

　
河
後
森
城
跡
で
は
平
成
20
年
度

も
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
発
掘
調

査
や
環
境
整
備
工
事
を
実
施
し
ま

す
。

　
発
掘
の
対
象
は
新
し
ん
じ
ょ
う
城
と
呼
ん
で

い
る
地
区
で
あ
り
、
城
の
最
高
所

で
あ
る
本ほ
ん
か
く郭
の
周
囲
か
ら
東
南
に

の
び
る
丘
陵
上
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
本
郭
周
囲
で
は
曲く

る

わ輪（
平
坦
地
）

が
階
段
の
よ
う
に
段
々
と
連
な
っ

て
い
る
の
に
対
し
、
新
城
で
は
単

独
の
曲
輪
の
下
段
に
、
さ
ら
に
ハ

チ
マ
キ
状
の
曲
輪
が
ま
わ
っ
て
い

る
と
い
う
地
形
の
違
い
が
認
め
ら

れ
ま
す
。
今
回
は
新
城
で
一
番
高

い
位
置
に
あ
る
曲
輪
の
中
央
と
縁

辺
付
近
で
部
分
的
な
発
掘
を
行
う

予
定
で
す
。
以
前
に
行
っ
た
調
査

で
は
掘
ほ
っ
た
て
ば
し
ら

立
柱
の
建
物
跡
や
土ど

塀べ
い

の

︱ 

平
成
20
年
度
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
︱

�

平
成
20
年
度�

文
化
祭
出
展
・
出
演
者
募
集

　
平
成
20
年
度
文
化
祭
を
11
月
２

日
㈰
・
３
日
㈪
に
開
催
し
ま
す
。

　
文
化
協
会
の
会
員
以
外
で
も
町

内
に
お
住
ま
い
の
方
で
あ
れ
ば
参

加
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
左
記
の
応
募
要
領
を
確
認
の
上

是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

　
申
込
み
の
締
め
切
り
は
、
８
月

29
日
㈮
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
教
育

課
（
☎
42
・
１
１
１
８
）
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

【
応
募
要
領
】

①   

出
展
・
出
演
に
は
、
ひ
と
り

４
０
０
円
を
文
化
協
会
へ
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。

② 

参
加
後
、
文
化
協
会
の
活
動
に
賛

同
い
た
だ
け
る
場
合
は
、
協
会
へ

の
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

③ 

文
化
祭
の
打
合
せ
会
及
び
準

備
・
片
付
け
に
は
、
必
ず
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

④ 

作
品
及
び
出
演
の
内
容
（
ス

ペ
ー
ス
・
時
間
等
）
に
よ
り
、

参
加
を
お
断
り
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　９月１日㈪は、労働保険（労災保険・
雇用保険）料の第２期分の納期限となっ
ております。
　関係事業主の皆様へは、８月20日頃に
納付書をお届けしますので、最寄の金融
機関での納付をお願いします。
　ご不明な点は、お気軽にお問合せくだ
さい。
愛媛労働局労働保険徴収局

（☎089－935－5202）

愛媛労働局からのお知らせ
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参加をお待ちしています！
と　き：平成20年11月９日㈰　午前10時30分～午後３時
ところ：独立行政法人雇用・能力開発機構愛媛センタ－
　　　　（愛媛職業能力開発促進センター）松山市西垣生町2184
主　催：㈳愛媛高齢・障害者雇用支援協会
後　援： 愛媛労働局・愛媛県・独立行政法人雇用・能力開発機構愛

媛センター・独立行政法人高齢・障害者雇用支援機構愛媛障害
者職業センター・愛媛県障害者社会参加推進センター・特
定非営利活動法人愛媛県知的障害者福祉協会

競技種目
⑴文書作成
　①（一般部門）　定員10名
　　 コンピューターサービス技能評価試験３級程度で、日本語の作
表、文書作成、編集、校正を行います。

　②（視覚障害者）　定員10名
　　 コンピューターサービス技能評価試験３級程度で、文書作成を
行います。

⑵表計算（一般部門）　定員10名
　　 コンピューターサービス技能評価試験３級程度で、得意先一覧
表、請求書、売上分析表作成、グラフ作成及び売上報告書作成
等を行います。

⑶箱析（知的障害者）　定員15名
　　紙を規程通りに折って紙箱を作成いたします。
⑷喫茶サービス（知的障害者）　定員10名
　　 正しい接客マナーとメニューに応じたテーブルサービス及び後
片づけなどを行います。

参加資格： 身体障害者手帳又は療育手帳（又は判定書）及び精神障
害者保健福祉手帳を所持する者。

　　　　：平成20年４月１日現在で満15歳以上の者。
募集期間：平成20年７月10日㈭～９月10日㈬
その他　： 参加経費は無料とします。ただし、交通費等は自己負担

とします。
　　　　： 競技に必要な機器等は自己のものを使用するものとしま

す。
申込み・問合せ先
　　　　　社団法人　愛媛高齢・障害者雇用支援協会
　　　　　〒790－0006　 松山市南堀端町５番地８　オワセビル４

階
　　　　　☎089－943－6622　　ＦＡＸ089－932－2181

試　　　験

【試験日】平成20年10月26日㈰　10時～
【会　場】県立吉田高等学校・県立八幡浜工業高等

学校他

【願書受付】８月25日㈪～９月５日㈮まで必着
【試験種類】甲・乙・丙種の全種類（吉田会場は乙

種第４類と丙種の２種類）

【受験料】甲種＝5,000円
　　　　　乙種＝3,400円
　　　　　丙種＝2,700円
【受験願書】消防本部・各分署

準備講習会

【日　時】９月26日㈮～９月27日㈯の２日間
　　　　 　※いずれも９時から午後４時まで
【会　場】宇和島地区広域事務組合消防本部

４階大会議室

【受講料】　　　会　員＝6,300円
　　　　　　　非会員＝8,800円
【テキスト代】法　令　1,400円
　　　　　　　実　務　1,400円
　　　　　　　問題集　1,400円（乙種４類の場合）
【その他】詳細については、下記事務局までお問合

せください。

【問合せ先】宇和島地区広域事務組合消防本部予防

課内

　　　　 宇和島地区危険物安全協会事務局
　　     ☎0895－22－7501

第26回地域づくり団体全国研修交流会愛媛大会

地域づくりの全国大会を愛媛県で開催します！

大会テーマ「きなはいや伊予の国～広げよう地域づくりの輪～」

■プログラム

　前夜祭：平成20年11月13日㈭
　　会場：愛媛県宇和島市

　第１日：平成20年11月14日㈮
　　午前：全体会（愛媛県宇和島市）

　　午後：分科会（愛媛県内15会場）
　第２日：平成20年11月15日㈯
　　午前：分科会（第１日にひきつづき）　

■分科会運営団体

第７分科会　宇和島市
宇和島市生活文化若者塾「拓己塾」

第９分科会　松野町
ＮＰＯ法人松野まちづくり青年会議

第10分科会　鬼北町
広見川夢の会

第11分科会　愛南町
トレッキング・ザ・空海あいなん実行委員会

　平成20年11月、全国各地の「地域づくり」や「まちおこし」に燃える人たちが「地域づくり」について熱く語り、
そして交流を深めるために愛媛県にやってきます。
　「まちおこし」、「地域づくり」に興味のある方、全国の熱い地域づくり人

びと

と交流を深めてみませんか？

平成20年度

危険物取扱者試験（後期）と準備講習会
第６回　えひめアビリンピックの開催

（障害者技能競技大会）
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　﹇
行
政
相
談
﹈

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

◆
と
　
き
　
８
月
10
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

◆
と
こ
ろ
　 
松
野
町
　
町
民
セ
ン

タ
ー
　
婦
人
室

◆
内
　
容
　 

行
政
に
関
す
る
苦
情

や
要
望

◆
相
談
員
　 

有
馬
節
男
（
行
政
相

談
員
）

◆
相
談
料
　
無
料

◆
と
　
き
　
８
月
10
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

◆
と
こ
ろ
　 

松
野
町
　
町
民
セ
ン

タ
ー
　
老
人
室

◆
内
　
容
　 

心
配
ご
と
・
法
律
相

談

◆
相
談
員
　 

専
属
相
談
員
（
民
生

児
童
相
談
員
）

◆
相
談
料
　
無
料

　
８
月
15
日
㈮
は
、
鬼
北
環
境
セ

ン
タ
ー
の
業
務
停
止
に
伴
い
ゴ
ミ

の
収
集
を
休
業
い
た
し
ま
す
。
次

の
収
集
日
ま
で
各
家
庭
で
適
切
に

処
理･

保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

収
集
日
以
外
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

障
害
認
定
に
つ
い
て

　
一
定
以
上
の
障
害
の
あ
る
方

は
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
左
記
の
障
害

を
お
持
ち
の
方
は
、
役
場
町
民
課

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　﹇
お
盆
の
ゴ
ミ
収
集
業
務
﹈

　﹇
心
配
ご
と
相
談
﹈

「
障
害
認
定
」
が
受
け
ら
れ
る
障
害
の
基
準

　
左
記
の
基
準
に
該
当
す
る
人
は

「
障
害
認
定
」
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す

● 
障
害
基
礎
年
金
　
１
級
・
２
級
に

該
当
す
る
と
き

● 

身
体
障
害
者
手
帳
　
１
級
・
２
級
・

３
級
に
該
当
す
る
と
き

● 

身
体
障
害
者
手
帳
４
級
の
う
ち
、

音
声
機
能
ま
た
は
言
語
機
能
の
障

害
が
あ
る
と
き

● 

身
体
障
害
者
手
帳
４
級
の
う
ち
、

下
肢
障
害
で
、

 

１
号
　
両
下
肢
の
す
べ
て
の
指
を
欠

く
も
の
に
該
当
す
る
と
き

 

３
号
　
１
下
肢
を
下
肢
の
２
分
の
１

以
上
で
欠
く
も
の
に
該
当
す
る
と
き

障
害
認
定
の
手
続
き

　
65
歳
か
ら
74
歳
の
人
で
、
長
寿
医

療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

へ
の
加
入
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

次
の
い
ず
れ
か
を
お
持
ち
の
う
え
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
加
入
を
希
望
さ
れ
な
い
場

合
は
、
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

１
　
身
体
障
害
者
手
帳

２
　
療
育
手
帳

３
　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

４
　
年
金
証
書

５
　
前
記
１
か
ら
４
に
準
ず
る
こ
と

が
で
き
る
書
類
等

※ 

老
人
保
健
で
障
害
認
定
を
受
け
て

い
た
人
は
、
新
た
な
申
請
は
不
要

で
す

　この制度は、建設現場で働く方々のた
めに、「中小企業退職金共済法」という法
律により国が作った退職金制度です。
　事業主の方々は、現場で働く労働者の
共済手帳に働いた日数に応じて掛金とな
る共済証紙を貼り、その労働者が建設業
界で働くことをやめたときに建退共から
退職金を支払うという、いわば業界全体
での退職金制度です。
加入できる事業主：建設業を営む方
対象となる労働者：建設業の現場で働く
人
掛金：日額310円
★特長
◎国の制度なので安全、確実、申し込み
手続は簡単です。
◎経営事項審査で加点評価の対象となり
ます。
◎掛金の一部を国が助成します。
◎掛金は事業主負担となりますが、法人
は損金、個人では必要経費として扱われ、
税法上全額非課税となります。
◎事業主が変わっても退職金は企業間を
通算して計算されます。
★詳しいことは、もよりの建退共愛媛支
部へお問合せください。
☎089－943－5406

●その手口とは
・ 公的機関の職員と名乗って「還付金があるから，キャッシュカードを持っ
てコンビニのＡＴＭに行ってください。迅速な返金をするために必要な
ので、着いたらＡＴＭの前から電話を掛けてください。」と言われ、相
手の指示通りにＡＴＭを操作した。後で口座を確認したところ、還付で
はなく振込みさせられていた。
・ 社会保険事務所や税務署、市町の職員を装って、「払戻金があるので連
絡をして欲しい。」などと言い、金融機関の口座や携帯電話の番号を聞
き出そうとする。
●予防と対策
・ 公的機関の職員が電話で還付金のお知らせをすることはありません。ま
た還付があったとしても、ＡＴＭを操作させて返金することは絶対にあ
りません。
・ 不審な点があるときは相手の話を鵜呑みにしないで、電話を一旦切って
落ち着いて直接関係機関に確認をしましょう。一度だまし取られたお金
を取り戻すことは難しいのです。
・ 被害に遭った場合は、すぐに金融機関に連絡しましょう。６月21日に『振
り込め詐欺救済法』が施行され、凍結された振込先の口座に資金が残っ
ている場合には、被害者に支払う制度が始まりました。そのためにも、
届を出しておくことが大切です。

【消費生活に関する相談窓口】
　　松野町環境整備課消費生活係　☎0895－42－1115
　　愛媛県消費生活センター　　　☎089－925－3700
　　　　　　　　　　　　　　　　FAX089－946－5539
　　　　　　　　　　　　　　　　e-mail: seikatu-center@pref.ehime.jp

パートタイマーの方のために
☆特例掛金月額（2,000円、3,000円、4,000
円）が用意されております
☆国の新規加入助成金の上乗せがありま
す

中退共制度は中小企業で働く従業員のた
めの外部積立型の国の退職金制度です

●くわしくはホームページで
　http://chutaikyo.taisyokukin.go.jp

独立行政法人勤労者退職金共済機構
中小企業退職金共済事業本部

略称：中
ちゅうたいきょう

退共

〒105-8077 東京都港区芝公園1-7-6
☎（03）3436－0151（代表）
FAX（03）3436－0400

パートタイマーさんにも
退職金始めませんか？

ニセ職員にご注意！

知っていますか？建退共制度
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
（
長
寿
医
療
制
度
）
の
ご
案
内

 

４
号
　
１
下
肢
の
機
能
の
著
し
い
障

害
に
該
当
す
る
と
き

● 

療
育
手
帳
　
Ａ
・
○
Ａ
に
該
当
す

る
と
き

● 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
　
１

級
・
２
級
に
該
当
す
る
と
き
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くらしのインフォメーション

　風でテレビアンテナが倒れたり、看板やトタン板などが

飛ばないか、点検しておきましょう。

　またビニールハウスが飛んだり、樹木の枝が折れかかっ

たりすると停電の原因にもなりますので、家の周りも点検

しておきましょう。

　停電に備えて懐中電灯やトランジスターラジオの準備は

出来ていますか。

　台風が過ぎ去った後で切れた電線や垂れた電線があれば

触らないようにして、電力会社へ連絡しましょう。

【連絡先】

㈶四国電気保安協会

南予事業部　宇和島事業所

　　☎25ー5817

　食中毒が多くなる季節ですが、「食べ物は冷蔵庫に入れて
おけば安心」と思っていませんか？ 過信は禁物です。冷蔵
庫にいれておいても、使い方次第で食中毒の原因になるこ
とも。 
　梅雨から夏にかけての食中毒で最も多いのは、腸炎ビブ
リオという病原菌によるものです。この菌は海水中に住ん
でいる菌で、魚介類を介して人間に食中毒をもたらします。
腸炎ビブリオは加熱すれば死滅しますが、さしみや寿司な
ど生魚を食べる機会が多い日本人は、要警戒の食中毒菌で
す。 
　このほか、サルモネラ菌やブドウ球菌、病原性大腸菌（腸
管出血性大腸菌のＯ－157含む）も食中毒の原因菌として無
視できません。 
　食品に付着している腸炎ビブリオや大腸菌などは、冷蔵
庫に入れたからといって死滅するわけではありません。低
温のため菌の繁殖のスピードが鈍っているだけなのです。
ですから冷蔵庫内の温度が上がるような使い方は、菌の繁
殖を促し、食中毒を招く危険があります。 
　例えば、冷蔵庫の扉を10～15秒間開けっ放しにしておく
と、庫内の温度が10℃上がると言われています。また冷蔵
庫内に詰め込みすぎると、冷気の循環が悪くなり、庫内の
温度は上がってしまいます。早く冷やしたいからといって
温かい料理を冷蔵庫に入れるのも、温度上昇の原因になり
ます。 

　冷蔵庫の賢い使い方
● 冷蔵庫の温度は常に10℃以下（鮮魚介類は４℃以下）に
維持し、扉の開閉は手早く。
● 冷蔵庫に入れたものは早めに使い切り、長時間放置した
食品は思い切って捨てましょう。
● 鮮魚の汁が隣の食品にこぼれ、腸炎ビブリオ食中毒が発
生したケースもあるので、食品相互の汚染を防ぐために、
ラップに包むか容器で保管するようにしましょう。
●最低、月に１回は庫内の清掃を！ 

　夏は、水遊びや水泳など水に親しむ機会が増え、水の
事故も増える時期です。
原因の多くは転落です。

　保護者の皆さん！

　○ 子どもに危険な場所を教え、子どもたちだけではい
かせない

　○一緒にいても油断せず、子どもから目を離さない
　○ 他の人と泳ぎに行くときは、必ず行き先、帰宅時間・
同行者を確認しておくようにしましょう

　○ 河川は、急に水かさが増したり､流れが速くなるこ
となどの怖さを、再確認するようにしましょう。

　
地域のみなさん！

　○ 危険な場所で遊んでいる子どもを見かけたら、声を
かけてやめさせましょう

　○ 地域ぐるみで河川、用水路やため池等の危険箇所を
点検し、危険防止措置をはかりましょう

【問合せ先】
宇和島警察署　☎22－0110
鬼北交番　　　☎45－1144

　夏はビールの空き缶、飲料水などの
資源ごみが大量に出ます。夏休みでも
あり帰省客などで一時的に人口が増え、
家庭から出るごみの量が多くなる季節
です。正しいごみの分別でリサイクル
と減量にご協力ください。
もう一度おさらいしましょう
　ペットボトルの出し方
① キャップを必ずはずしてください（キャップは不燃ご
みへ）
　ラベルは、はがしてから出してください
②中を水ですすいでください
　※吸殻等の異物は入れないこと!!
　食品トレーの出し方
① 食品を覆っていたラップフィルムは必ずはがしてくだ
さい
② 食品の水分を吸収するために入っているスポンジ、給
水紙は除いてトレーのみにしてください
　空き缶の出し方
① アルミ缶、スチール缶は、つぶしてコ
ンパクトに回収しやすいように袋等に
入れて一まとめにする

古紙の出し方
① 新聞・ダンボール・雑誌等は種類ごとにひもで、十文
字にしばってください。
　 （バラで出された物や、きちんと十文字にしばってな
いものは回収しません）

点検し、危険防止措置をはかりましょう

夏の水難事故防止

食中毒予防
冷蔵庫の過信は禁物、庫内は10度以下に

台風シーズンに備えましょう

ごみの減量にご協力ください。
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青
少
年
の
健
全
育
成
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

非
行
防
止
の
た
め
に

　
夏
休
み
は
、
気
分
が
緩
み
が
ち

に
な
り
、
飲
酒
、
喫
煙
、
深
夜
徘

徊
な
ど
の
問
題
行
動
が
多
く
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
保
護
者
や
、
地
域
の
大
人
が
、

子
ど
も
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
ず
非

行
の
前
兆
と
な
る
不
良
行
為
に
対

し
て
「
温
か
い
声
か
け
」
を
行
い

社
会
の
ル
ー
ル
・
規
範
を
守
る
こ

と
の
大
切
さ
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
安
全
を

守
る
た
め
に

　
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
関
心
を

持
ち
、
毎
日
の
あ
い
さ
つ
や
散

歩
、
買
い
物
つ
い
で
の
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
の
機
会
に
、
地
域
の
力
で

不
審
者
の
徘
徊
を
防
ぎ
、
子
ど
も

た
ち
を
誘
拐
や
性
犯
罪
か
ら
守
り

ま
し
ょ
う
。

有
害
環
境
浄
化
の
た
め
に

　
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
簡

単
に
接
続
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
世
界
で
は
有
害
な
情
報
が
氾

濫
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
携
帯

電
話
に
は
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ

フ
ト
を
導
入
し
、
そ
の
使
用
状
況

に
関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

出
番
で
す
　
お
父
さ
ん

　
子
供
は
、
叱
ら
な
い
優
し
い
父

親
よ
り
、
む
し
ろ
頼
り
が
い
の
あ

る
父
親
を
求
め
て
い
ま
す
。
子
ど

も
に
人
間
と
し
て
の
生
き
方
を
教

え
る
と
き
、
善
悪
の
け
じ
め
を
つ

け
る
と
き
、
将
来
の
進
路
を
決
め

る
と
き
こ
そ
、
お
父
さ
ん
の
出
番

で
す
。考

え
る
と
き
で
す

お
母
さ
ん

　
子
ど
も
の
優
し
さ
、
思
い
や
り

の
心
は
、
お
母
さ
ん
の
ぬ
く
も
り

か
ら
育
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

で
き
合
い
の
物
よ
り
　
お
母
さ
ん

の
手
作
り
の
も
の
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

心
を
開
く
話
し
合
い

　「
勉
強
し
ろ
」
だ
け
で
は
困
り

ま
す
。
親
と
し
て
大
人
と
し
て
の

体
験
や
生
き
方
な
ど
、
子
ど
も
は

心
に
し
み
る
話
を
望
ん
で
い
ま

す
。
そ
ん
な
会
話
の
あ
る
家
庭
に

は
、
子
ど
も
の
非
行
は
な
い
で

し
ょ
う
。

　
以
下
は
、
た
く
ま
し
い
心
豊
か

な
子
ど
も
の
育
成
を
願
い
お
父
さ

ん
お
母
さ
ん
に
話
し
合
っ
て
い
た

だ
き
た
い
こ
と
を
取
り
ま
と
め
た

も
の
で
す
。
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。
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宇和島海上保安部　作品募集

今年も、ボランティアの季節がやってきました!!
 気軽に！楽しく!!参加してみませんか？

  

　
身
近
な
人
権
に
つ
い
て
考
え
る

 

　
現
在
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
、
図
書
等
に
お
い
て
、

「
障
害
者
」
と
い
う
言
葉
が
当
た
り
前
の
よ
う
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
言
葉
の
意
味
を
考
え

る
と
、
他
人
の
手
を
借
り
な
け
れ
ば
、
日
常
生

活
が
で
き
に
く
い
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
し
か
し
、
外
見
的
に
は
何
の
「
異
常
」
も
認
め
ら
れ
な
く
て
も
、

病
気
が
潜
ん
で
い
る
可
能
性
は
誰
に
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
考
え
る

と
、「
健
常
者
」
と
い
う
言
葉
は
あ
く
ま
で
便
宜
的
な
言
葉
で
す
。
だ

か
ら
、
わ
た
し
は
、
で
き
る
だ
け
「
障
害
者
」
と
い
う
言
葉
を
使
わ
ず
、

「
障
害
が
あ
る
人
、
障
害
を
も
っ
た
人
」
と
受
け
止
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

  

先
日
、
道
徳
の
授
業
で
『
五
体
不
満
足
』
の
著
者
で
あ
る
乙お
と
た
け
ひ
ろ
た
だ

武
洋
匡

さ
ん
の
生
き
方
に
つ
い
て
児
童
と
と
も
に
学
び
ま
し
た
。
乙
武
さ
ん

か
ら
は
、「
体
の
健
常
」
よ
り
「
心
の
健
常
」
を
目
指
し
た
い
と
思
わ

さ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
、
世
の
中
で
は
、「
共
存
」
や
「
共
生
」
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
も
、「
障
害
を
も
つ
人
も
、
も
た
な
い
人
も
同
じ
人
間
」
で
あ

る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
誰
に
対
し
て
も
優
し
く
あ
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
最
後
に
、
皆
さ
ん
に
詩
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
　

 　

じ
ん
け
ん　
　
　

  　
　

あ
な
た
も　

あ
の
人
も　

だ
れ
も
が

 　
　

か
け
が
え
の
な
い　

い
の
ち
を

 　
　

た
い
せ
つ
に
で
き
る
た
め
の
も
の

 　
　

人
が　

よ
ろ
こ
び
を
も
っ
て　

 　
　

む
ね
を
は
っ
て　

上
を
む
い
て

 　
　

す
じ
を
と
お
し
て

 　
　

ど
う
ど
う
と　

生
き
ら
れ
る
こ
と

 　
　

け
ん
こ
う
で　

の
び
の
び
と

 　
　

生
き
ら
れ
る
仲
間

 　
　

そ
れ
が　

人
権

 

（
出
典
：
じ
ん
け
ん
の
詩
）

 

松
野
南
小
学
校
　
人
権
・
同
和
教
育
主
任
　
田
中
　
昭
宏

人
権の広場

小中学生のみなさん、夏の思い出づくりに海の絵・燈台の
絵を描いてみませんか。

第９回未来に残そう青い海図画コンクール
募　集　要　項
 テーマ  　｢未来に残そう青い海｣　
応募資格 　小中学生
募集締め切り 　平成20年９月８日㈪
 規定など
 ・ 四つ切（38㎜×540㎜）サイズ
 ・ 用紙や画材は自由（立体作品は応募できません）標語な
どの文字は入れない。

 ※ 裏面に氏名（ふりがな）・年齢・住所・電話番号・学校名
･学年を書いてください。

応募・問合せ先 
 　 宇和島海上保安部（〒798-0003宇和島市住吉町３－１－
３）☎ 22－1256

燈台絵画コンテスト2008
募　集　要　項
 テーマ 　｢灯台のある風景｣　
応募資格 　小中学生
募集締め切り 　平成20年９月12日㈮必着
 規定など 
・Ａ３･Ｂ３・四つ切・八つ切りサイズの画用紙

・ 画材は、絵の具、クレヨン、パステル等消えにくい材料
　

※裏面に氏名（ふりがな）・年齢･住所・電話番号・学校名・

学年を書いてください。

送付先 　〒105-0001 
東京都港区虎ノ門１－３－６彩翠ビル　  社団法人 燈光会  
問合せ先 　宇和島海上保安部 　☎ 22－1933 

■
二
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
子
・
女
子
）

【
受
験
資
格
】
18
歳
（
高
卒
見
込
含
）
以
上
27
歳

未
満
の
人

【
受
付
期
間
】
８
月
１
日
〜
９
月
10
日

【
試
験
日
】 

  

　
男
子
　
９
月
20
日
㈯
午
後 

 

　
女
子
　 

９
月
28
日
・
29
日
の
う
ち
一
日 

■
一
般
曹
候
補
生

【
受
験
資
格
】
18
歳
（
高
卒
見
込
含
）
以
上
27
歳

未
満
の
人

【
受
付
期
間
】
８
月
１
日
〜
９
月
10
日

【
第
１
次
試
験
日
】
９
月
20
日
㈯
午
前

 

■
航
空
学
生

【
受
験
資
格
】
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
の
人

【
受
付
期
間
】
８
月
１
日
〜
９
月
７
日

【
第
１
次
試
験
日
】
９
月
23
日
㈫ 

【
連
絡
先
】  

〒
７
９
８
―
３
３
９
２

　
宇
和
島
市
津
島
町
岩
松
甲
４
７
１

　
津
島
支
所
３
Ｆ
自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所

  

　
☎ 

（
０
８
９
５
）
32
―
４
０
７
４

　
又
は
各
市
町
募
集
事
務
窓
口

各
種
自
衛
官
募
集

サマーボランティア・キャンペーン2008
 

期間：平成20年７月１日㈫～９月30日㈫

　キャンペーン期間中は、さまざまなボランティアが募集
されています。
　松野町総務課で配布しているボランティアイベントブッ
ク（ボランティアの募集情報を掲載した冊子）をご覧いた
だき、自分に合ったボランティアを見つけたら、そのボラ
ンティア活動に参加してみませんか？
　自分の意志で、無理せず、楽しく、できることから始め
てみましょう。 
　なお、ボランティアイベントブックの情報は、愛媛ボラ
ンティアネット（http://nv.pref.ehime.jp/）にも掲載してい
ます。
  【お問合せ先】
 ①松野町総務課（ボランティア相談窓口）☎0895－42－1085  
②愛媛県県民活動推進課 　☎089－912－2305
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ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　  

（
享
年
）

延
野
々
　
平
野
美
都
子
　

92
歳

富
　
岡
　
須
田
　
　
享
　

60
歳

吉
　
野
　
長
谷
　
繁
利
　

77
歳

蕨
　
生
　
村
尾
　
保
三
　

87
歳

　
６
月
中
の
お
届
け
で
す
。

　
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町　の　人　口
◇世帯数 1,955世帯（＋２世帯）
◇総人口 4,654人　（－４人）　
男2,210人　　女2,444人
（６月中の異動）

  出生   １人  死亡     ４人
  転入   ８人  転出      ９人

平成20年６月30日現在

ご
寄
付
お
礼

（
６
月
30
日
現
在
、
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

金
一
封
　
古
川
　
良
三
　
松
　
丸

　
〃
　
　
金
谷
　
　
勝
　
蕨
　
生

　
〃
　
　
平
野
　
峻
市
　
延
野
々 

　
〃
　
　
村
尾
　
良
男
　
蕨
　
生              

　
〃
　
　
須
田
　
實
俊
　
富
　
岡

　
〃
　
　
長
谷
　
信
昭
　
吉
　
野

　
〃
　
　
松
本
　
澄
夫
　
吉
　
野

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

行　事　予　定

８／５㈫第５回鬼北町・松野町合併協議会
午後２時～鬼北町近永公民館
８／13㈬　森の国の夏まつり
【場所】虹の森公園周辺
【内容】
○ガーデンパーティー（17：00～21：10）
○花火大会                 （第１部 19：35～）
                                     （第２部 20：55～）
 ※雨天等中止の場合は、８月15日㈮に延期
８／14㈭吉野生地区盆踊り大会
（19：00～／会場：吉野生多目的広場）　　　
　　　　目黒生地区盆踊り大会
（19：30～／会場：目黒基幹集落センター）
８／15㈮豊岡前地区夏祭り
（18：30～／会場：豊岡前集会所）
８／24㈰分館対抗スポーツフェスティバル
（８：30～／会場：松丸スポーツ広場他）
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 幸せをあなたに…
　虹の森公園で、７つ葉のクローバーがみつ
かりました。
　クローバーは一般に「豊潤・潤沢」といっ
た意味をもちますが、３つ葉のクローバーは、
「三位一体」、４つ葉のクローバーは希少性か
ら「幸運」。
　ヨーロッパでは、昔から７つ葉のクロー
バーは、「無限の幸運を招く」「あらゆる悪を
避けるお守り」といわれています。４つ葉の
クローバーのパワーアップした、最高のラッ
キーモチーフといえます。
　「４つ葉のクローバー」がラッキーモチーフ
というのは、ほとんどの人が知っていますが、
５つ葉や６つ葉・７つ葉のクローバーはかな
り珍しいものです。

　皆さんも､虹
の森公園でレア
な７つ葉のク
ローバーをさ
がしてみません
か。
写真情報提供　
虹の森公園、柳
野　治示氏

　６月から10月までの間に、全ての
現役加入者の方々へ「ねんきん特別

便」をお届けします。

○自営業、専業主婦、学生などの方

には、直接ご本人の住所へ

○会社勤めの方には、お勤めの会社

を通じて、又は直接ご本人の住所へ

◆ 年金記録のご確認をお願いします。
○「もれ」や「間違い」がある場合も、

ない場合も、必ずご回答ください。

★３月までに青色の封筒で「ねんき

ん特別便」が届いた方は、年金記録

にもれがある可能性が高い方です。

○まだ回答をいただいていない方が

いらっしゃいますので、ご注意願い

ます。

○結びつく可能性のある記録につい

ての具体的な情報を提供しますの

で、「ねんきん特別便専用ダイヤル」

にお電話ください。

◆平成８年以前に旧姓で年金に加入

していた方はご注意願います。

結婚等により氏名を変更されている

方の記録が、いわゆる持ち主不明で

あった「5000万件」の記録の中に
多数存在することが見込まれていま

す。これらの年金記録は、皆様から

のお申出により速やかに記録に結び

つけることができますので、ご協力

をお願いします。

ご質問・お問合せは

【ねんきん特別便専用ダイヤル】  　

　０５７０－０５８－５５５

月～金曜日：午前９時～午後８時　

第２土曜日：午前９時～午後５時

※IP電話・PHSからは

　０３－６７００－１１４４

※一般の年金相談は

　０５７０－０５－１１６５

国民生活金融公庫の融資制度を気軽にご利用ください。

「国の教育ローン」のご案内

【ご利用いただける方】ご融資の対象となる学校
に入学・在学される方の保護者で、給与所得者に
ついては、世帯の年間所得が990万円以内、事業
所得者については、世帯の年間所得が770万円以
下の方

【ご融資額】学生・生徒１人あたり200万円以内
【利率】年2.25%（平成20年６月10日現在）
【返済期間】10年以内（母子家庭・交通遺児家庭
の方は１年の延長が可能）

【お知らせ】
　平成20年10月以降は、ご利用いただける方の世
帯の年間収入（所得）の上限額が引き下げになり
ます。
　具体的には、子供の人数に応じ、子供の人数が
１人の場合は給与所得者は790万円以内（事業所
得者は590万円以内）、子供の人数が２人以上の場
合は、給与所得者は790万円以内に子供の人数１
人あたり100万円ずつ加算した金額（事業者の場
合は所得換算した金額）となりました。
※詳しくは国民生活金融公庫宇和島支店（☎22
－4766）まで

お
詫
び
と
訂
正

　
７
月
号
12
ペ
ー
ジ
に
文
字
の
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

（
正
）
畔
地
ミ
サ
子

（
誤
）
畦
地
ミ
サ
子

発　行／松野町役場　　編　集／総務課　〒 798-2192　愛媛県北宇和郡松野町大字松丸343　☎0895－42－1111
URL:http://www.town.matsuno.ehime.jp/　　E-mail:matsuno@town.matsuno.ehime.jp

お
誕
生

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　（
住
所
）　
　
　（
保
護
者
）（
性
別
）（
出
生
児
）

松
　
丸
　
土
居
孝
二
郎
　
男
　
奏

そ
う

一い
ち

郎
ろ
う

　
　
　
　
　
　
亜
矢
子

　
健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

桃の最盛期

梅雨明け

年金コーナー
～社会保険庁からのお知らせです～

【ねんきん特別便】年金記録の確認にご協力をお願いします。


